
特 集

頻
発
す
る
集
中
豪
雨
災
害

日
本
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
佐

賀
県
で
も
２
０
１
８
年
か
ら
３
年
連
続
で
大
雨
特
別
警

報
が
発
令
さ
れ
た
。「
防
災
・
減
災
は
事
前
の
準
備
が
９

割
」
と
言
わ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
本
格
的
な
大
雨
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
や
、
避
難
の
あ
り
方
、

避
難
所
生
活
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

佐
賀
県
内
で
は
２
０
１
８

年
７
月
の
「
西
日
本
豪
雨
」

で
初
め
て
「
大
雨
特
別
警

報
」
が
発
表
さ
れ
た
。
以
降
、

19
年
８
月
の
「
佐
賀
豪
雨
」、

20
年
７
月
の
「
令
和
２
年
７

月
豪
雨
」
と
３
年
続
け
て
発

表
さ
れ
て
い
る
。「
大
雨
特

別
警
報
」
は
、
数
十
年
に
１

度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
３
年
連
続

で
出
た
こ
と
自
体
が
〝
異
常

気
象
〟
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
佐
賀
市
で
特

に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の

命を守る行動を
時
間
雨
量
１
０
０
㍉
超

　
佐
賀
市
内
で
も
、「
こ
れ
ま
で
被
害
は

な
か
っ
た
か
ら
、
今
度
も
避
難
し
な
か
っ

た
」
と
い
っ
た
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

最
近
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
状
況
下

で
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
局
地
的
な
豪
雨
、

強
い
台
風
が
来
る
の

で
、
行
政
が
出
す
情

報
に
敏
感
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

　
２
０
１
９
年
８

月
の
「
佐
賀
豪
雨
」

で
は
時
間
雨
量
が

１
０
０
㍉
を
超
え
ま
し
た
。
あ
の
日
の
、

朝
方
の
降
り
よ
う
と
い
う
の
は
雨
音
を
聞

い
て
い
る
だ
け
で
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

24
時
間
で
３
９
０
㍉
で
す
。
ま
さ
に
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
で
す
。

そ
の
時
に
金
立
町
大
門
地
区
で
は
３
棟
が

全
壊
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
の
台
風
10
号

で
は
最
大
瞬
間
風
速
41
・
６
m
を
観
測
し

ま
し
た
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
避
難
所
内
で
の
集
団
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
感
染
予
防
策
の
徹
底
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
昨
年
７
月
、

対
処
方
針
を
策
定
し
、
昨
年
の
台
風
10
号

の
際
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
避
難
所
運

コロナ禍の防災
大
雨
特
別
警
報 

３
年
連
続
で
発
表

   

未
経
験
の
大
雨
、
台
風
へ
の
対
応

    「
小
さ
な
備
え
」の
積
み
重
ね
を

は
「
佐
賀
豪
雨
」。
床
上
浸

水
４
０
７
件
、
床
下
浸
水

２
４
９
２
件
。
通
行
止
め
個

所
は
41
件
に
上
っ
た
。

　

ま
た
、
佐
賀
地
方
気
象
台

に
よ
る
と
、
20
年
９
月
の
台

風
10
号
で
は
佐
賀
市
駅
前
中

央
で
観
測
史
上
６
番
目
と
な

る
最
大
瞬
間
風
速
41
・
６
m

を
観
測
し
た
。
避
難
所
は
49

カ
所
に
上
り
、
５
１
８
０
人

が
避
難
し
た
。
自
主
避
難
者

数
１
５
３
人
を
合
わ
せ
る

と
、
５
３
３
３
人
も
の
人
が

避
難
し
た
。

佐
賀
市
の
防
災
を
統
括
す
る
伊
東
博ひ
ろ
み巳
副

市
長
（
危
機
管
理
監
）
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

営
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
は
市
内
全
域
に
避
難
指
示
を

出
し
、
全
体
で
約
5
1
8
0
人
が
避
難

さ
れ
ま
し
た
。
３
密
対
策
と
暑
さ
対
策
で
、

エ
ア
コ
ン
の
付
い
て
い
る
小
中
学
校
の
教

室
を
避
難
所
と
し
て
初
め
て
開
設
し
、
32

校
（
体
育
館
含
む
）
に
3
6
3
7
人
の
方

が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
点
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
は
学
校
と
担
当
職
員
が

す
で
に
顔
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
、
備
え
を

進
め
て
い
ま
す
。

 

感
染
防
止
へ
分
散
避
難

　
コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
に
多
く
の
人
が
集

ま
る
と
感
染
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
避
難
先
を
分

散
す
る
「
分
散
避
難
」
を
心
が
け
て
ほ
し

い
。
昨
年
の
台
風
10
号
で
は
ホ
テ
ル
が
満

室
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
に
ホ
テ

ル
に
避
難
し
た
り
、
浸
水
被
害
が
想
定
さ

れ
る
と
き
は
自
宅
２
階
に
避
難
し
た
り
し

て
ほ
し
い
。

　
市
と
し
て
は
体
育
館
内
で
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
テ
ン
ト
式
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
簡
易
テ
ン
ト
）を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
避
難
所
に
行
っ
た
け
ど
、
す
で
に
い
っ

ぱ
い
で
入
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
避
難
所
の
空
き
情

報
を
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

 

自
ら
情
報
を
取
り
に
行
く

　
災
害
対
策
の
基
本
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
「
自
分
の
命
、
家
族
の
命
は
自
ら
が

守
る
」
と
い
う
自
助
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
自
治
体
が
最
善
を
尽
く
す

の
は
当
然
で
、
地
域
の
協
力
も

大
い
に
重
要
で
す
。
自
助
の
た

め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
簡
単
な
食

料
備
蓄
、
例
え
ば
水
と
食
料
と

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
、
３
日

間
く
ら
い
生
活
で
き
る
も
の

を
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
な

ど
で
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
防
災
対
策
に
は
十
分
と
か
、
絶
対
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の

大
雨
や
台
風
は
刻
々
と
状
況
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
か
ら
、
自
治
体
の
発
す
る
情
報

を
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
に
行
っ
て
ほ
し

い
。
い
ざ
と
な
っ
た
と
き
に
自
分
と
家
族

を
守
る
の
は
、
普
段
か
ら
で
き
る
「
小
さ

な
備
え
」
の
積
み
重
ね
で
す
の
で
、「
生

き
延
び
る
」
た
め
の
備
え
を
ぜ
ひ
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
室
も
避
難
所
に

伊東博巳 佐賀市副市長

佐賀県内に出された大雨特別警報
（数十年に１度の降雨量となる
         大雨が予想される場合に発表）

2018 年７月６日発表

2019 年８月 28 日発表

2020 年７月６日発表

西日本豪雨

佐賀豪雨

令和２年７月豪雨

2012 年７月

2014 年８月

2017 年７月

2018 年７月

2020 年７月

九州北部豪雨

広島土砂災害

九州北部豪雨

西日本豪雨

令和２年７月豪雨

「線状降水帯」によると推定される
 西日本の最近の主な集中豪雨災害

死者　 ３０人

死者　 ７７人

死者　 ４２人

死者 ２４５人

死者　 ８５人

2019 年８月の佐賀豪雨では、大きな被害を受けた ＝ 写真は佐賀市提供

佐賀県内で
初めての発表

※
佐
賀
市
の
『
市
報
さ
が
』（
６
月
１
日
発
行
号
）
を
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インタビュー

命
を
守
る
行
動
を　

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災

特
集



感
染
リ
ス
ク
下
げ
る
「
分
散
避
難
」

　

自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

は
、
早
め
に
、
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
こ
と
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染

症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、
避
難

先
を
分
散
さ
せ
る
「
分
散
避
難
」
を

実
施
し
た
い
。

災害状況に応じた避難を

　

例
え
ば
①
内
水
氾
濫
で
外
に
出
る

こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
自
宅
の
２

階
な
ど
、
想
定
浸
水
深
よ
り
も
上
の

階
へ
の
垂
直
避
難
②
近
く
の
安
全
な

親
戚
・
知
人
宅
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
へ

の
避
難
③
佐
賀
市
が
指
定
し
た
公
民

館
や
小
中
学
校
へ
の
避
難
―
な
ど
状

況
に
応
じ
て
最
も
適
し
た
避
難
行
動

を
取
る
。

※
在
宅
（
垂
直
）
避
難
の
場
合
は
、

想
定
浸
水
深
や
土
砂
災
害
の
恐
れ
な

ど
を
確
認
し
て
お
く

避
難
所 

混
雑
状
況

         

　  

一
目
で

　

佐
賀
市
は
各
避
難
所
の
混
雑
状
況

を
簡
単
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム

「
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
バ
カ
ン
） 

Ｍ
ａ
ｐ

ｓ
」
を
導
入
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
マ
ッ
プ
で
確
認
で
き
る
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
。

皆
で
支
え
合
い 

健
康
に
過
ご
す
！

「
避
難
指
示
」に
一
本
化

　
「
避
難
情
報
」
で
違
い
が
分
か
り
に
く

か
っ
た
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」

の
う
ち
、「
避
難
勧
告
」
を
廃
止
し
、「
避

難
指
示
」
に
一
本
化
す
る
よ
う
法
改
正
さ

れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
は
、

警
戒
レ
ベ

ル
３
の
「
高

齢
者
等
避

難
」
で
危

険
な
場
所

か
ら
避
難

し
、
警
戒

レ
ベ
ル
４

の
「
避
難

指
示
」
で

全
員
が
危

険
な
場
所

か
ら
避
難

す
る
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
ろ
う

　

気
象
情
報
や
避
難
情
報
に
合
わ
せ
て
、

２
～
３
日
前
か
ら
分
散
避
難
を
想
定
し
、

親
せ
き
や
知
人
に
連
絡
し
た
り
、
浸
水
想

定
個
所
や
持
ち
出
し
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
し
て
、
実
際
に
避
難
を
終
え
る
ま
で
の

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
て
お

く
。

避 難 所 生 活 避 難 行 動
簡易テントで
　　コロナ対策

　

佐
賀
市
は
今
年
４
月
、
市
防
災
備
蓄
計
画
を
策
定

し
、
避
難
所
の
質
を
高
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に

も
役
立
つ
簡
易
テ
ン
ト
（
テ
ン
ト
式
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
）、
更
衣
室
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
導
入
。

避
難
者
が
寝
泊
ま
り
す
る
簡
易
テ
ン
ト
は
縦
横
各
２

m
、
高
さ
１
・
５
m
。
重
さ
５
・
５
㎏
と
軽
く
、
わ
ず

か
２
分
ほ
ど
で
組
み
立
て
ら
れ
る
。

　

災
害
時
に
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

避
難
所
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
を

含
め
、
お
互
い
の
心
配
り
が
必
要
に
な
る
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　
受
け
付
け
で

　

受
け
付
け
で
の
検
温
、
簡
易
問
診
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
別
の
居
室
に
案
内
す
る
。
手

指
消
毒
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、
消
灯

時
間
、
喫
煙
・
飲
酒
マ
ナ
ー
な
ど
の
順
守

を
求
め
る
。

台
風
10
号
で
初
め
て

　
　
　
　
　
教
室
開
放

　

2
0
2
0
年
9
月
6
日
か
ら
7
日
に
か

け
て
来
襲
し
た
台
風
10
号
は
、
非
常
に
強
い
勢

力
で
多
く
の
市
民
が
避
難
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
ま
た
、
熱
中
症
の
恐
れ
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校

の
教
室
を
避
難
所
と
し
て
初
め
て
開
設
し
た
。

分
散
避
難
の
例

「
避
難
勧
告
」を
廃
止

VACAN Maps のイメージ

被災者が寝泊まりする簡易テント

株式会社バカン　提供

命
を
守
る
行
動
を　

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災

特
集



　

災
害
時
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
は
し
て
い
ま

す
か
？ 

住
む
地
域
の
危
険
を
確
認
し
て
い
ま
す
か
？ 

非
常
持
ち
出

し
品（
リ
ュ
ッ
ク
）
を
準
備
し
て
い
ま
す
か
？

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
災
害
発
生
時
の
危
険

と
思
わ
れ
る
個
所
や
被
害
の
想
定
、
避
難
場

所
な
ど
を
地
図
に
ま
と
め
た
も
の
。「
洪
水
」

「
内
水
氾
濫
」「
土
砂
災
害
」
な
ど
６
種
類
あ

り
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

る
。
近
年
の
浸
水
被
害
で
は
、
浸
水
エ
リ
ア

の
大
部
分
が
洪
水
（
内
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
浸
水
想
定
区
域
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、確
認
し
て
お
き
た
い
。

備蓄は日常の延長で
　各家庭で災害時に持ち出しできる状態で
３日分を備蓄する。高齢者用、乳幼児用、
食物アレルギーなど家族の実情に応じた食
料・飲料水、服用している薬、お薬ノート
なども持って出られるようにリュックなど
にまとめておく。

ローリングストック

　普段使っている食品を多め
にストックして使いながら、
もしもの時に備えるという賢
いやりくりの方法。

近
年
の
豪
雨
災
害
は
、
積
乱
雲
が
連

続
し
て
発
生
す
る
「
線
状
降
水
帯
」

に
よ
る
も
の
が
増
え
、
従
来
の
集
中
豪
雨

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨

　
従
来
は
大
雨
で
川
が
増
水

し
、
堤
防
が
壊
れ
て
市
街
地

に
水
が
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、

今
の
「
線
状
降
水
帯
」
に
よ
る
大
雨
は
雨

の
降
り
方
が
あ
ま
り
に
も
激
し
い
の
で
、

堤
防
が
切
れ
る
前
に
越
流
し
、
街
中
に
水

が
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。
ま
る
で
お
風
呂
の

浴
槽
か
ら
湯
が
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
洪
水

氾
濫
が
起
こ
り
、
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。

　「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
、
熊
本
県

内
で
は
65
人
が
死
亡
、
２
人
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
鉄
橋
が
４

   

多
発
す
る
災
害
の
教
訓

    

避
難
行
動
を
生
活
文
化
に

つ
流
さ
れ
、
高
校
生
1
4
0
0
人
が
列

車
通
学
で
き
な
く
な
っ
た
。
1
0
0
人

や
2
0
0
人
と
い
う
規
模
は
あ
っ
た
が
、

1
0
0
0
人
以
上
の
通
学
の
足
が
奪
わ
れ

る
な
ん
て
こ
と
は
な
か
っ
た
。

福
祉
、教
育
、医
療
に
被
害
拡
大

　
こ
こ
で
特
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と

は
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
通
信
な
ど
社

会
イ
ン
フ
ラ
に
加
え
て
、
福
祉
、
教
育
、

医
療
施
設
も
被
害
を
受
け
る
時
代
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
球
磨
川
流
域
で

は
27
の
社
会
福
祉
施
設
が
被
害
を
受
け
、

2
0
0
0
人
近
い
人
が
ど
こ
へ
行
っ
た
ら

い
い
か
と
困
惑
し
た
。
人
吉
市
内
で
は
医

院
や
歯
科
医
院
が
水
没
し
た
。
医
療
機
械

は
水
に
浸
か
る
と
買
い
換
え
な
い
と
い
け

な
く
な
り
、
医
療
に
も
支
障
が
出
る
恐
れ

が
あ
る
。

佐
賀
豪
雨
は
内
水
氾
濫

　
2
0
1
9
年
８
月
の
「
佐
賀
豪
雨
」
も

線
状
降
水
帯
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
六
角

川
の
越
流
、
決
壊
で
は
な
く
、
内
水
氾
濫

に
よ
り
住
宅
地
で
水
が
あ
ふ
れ
た
。
地
元

の
鉄
工
所
も
過
去
の
経
験
を
生
か
し
て
対
策

を
取
っ
て
い
た
。
が
、
市
街
地
の
下
水
が
あ

ふ
れ
１
m
も
浸
水
し
た
。
こ
れ
は
想
定
外
で

あ
っ
た
。
油
を
使
っ
て
い
る
会
社
は
世
の
中

に
た
く
さ
ん
あ
る
。
事
故
を
教
訓
に
さ
ら
に

対
策
を
取
る
べ
き
だ
。

　
日
本
で
は
１
時
間
に
50
㍉
以
上
の
雨
が

降
っ
た
ら
、
水
が
逆
流
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
あ
ふ
れ
だ
す
。
こ
の
と
き
に
大
雨
警
報
が

出
る
か
ら
、
警
報
が
出
た
ら
、
道
路
が
冠
水

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
測
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
大
雨
の
夜
の
運
転
は

特
に
危
険
な
の
に
、
ま
だ
共
有
さ
れ
て
い
な

い
。

　
熊
本
豪
雨
の
被
災
市
町
村
で
は
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
避
難
行
動
を
取
る
か
を
定
め
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
が
早
期
に
導
入
さ
れ
て
い
た
の

で
、
人
的
被
害
は
最
悪
の
状
況
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
避
難
す
れ
ば
必
ず
助
か
る
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
を
住
民
が
理
解
し
、
生
活
文

化
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

河
かわた  よしあき

田惠昭 氏

　
防
災
の
専
門
家
で
、
阪
神
大
震
災
の
体
験

を
伝
え
る
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の

セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
務
め
る
河
田
惠よ

し
あ
き昭
氏
が

２
月
、佐
賀
新
聞
社
主
催
の
政
経
懇
話
会（
唐

津
）
で
行
っ
た
講
演
よ
り
一
部
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す

備 え講 演 か ら

非常持ち出し品（例）
□飲料水・食料
□カセットコンロ・ガスボンベ
□ラジオ・予備の乾電池
□スマートフォン用充電器
□マスク・手指消毒液
□体温計・薬・スリッパ
□災害用トイレ
□紙おむつ・生理用品
□哺乳瓶・ミルク・離乳食
□現金・印鑑・通帳
□運転免許証など
□懐中電灯・ライター・ろうそく

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来
センター長
関西大学社会安全研究センター長・
特別任命教授

佐賀市
ハザードマップ

って？

ハザードマップ

毎日の食事が非常食に

佐賀市消防防災課　☎ 0952(40)7013

［ 記事：高井  誠　　デザイン：蒲原貴子 ］

命
を
守
る
行
動
を　

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災

特
集


